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1992年～2003年に分離された劇症型／重症溶血性レン

サ球菌感染症由来株211株についてエリスロマイシン ク，

リンダマイシン，アンピシリン，イミペネム，セフォタ

キシム シプロフロキサシン テリスロマイシンの7種に， ，

ついて薬剤感受性試験を行い，耐性株の遺伝学的特徴に

ついて検討した．全ての株は，アンピシリン，イミペネ

ム，セフォタキシムに対して感性であった．一方，エリ

スロマイシン，クリンダマイシン，テリスロマイシン，

シプロフロキサシン耐性株は，それぞれ3.8%，1.4%，

1.4%，及び0.5%存在した．また，シプロフロキサシンに

対する低度耐性株が10.4%認められた エリスロマイシン．

耐性の8株のうち 2株は 遺伝子を 3株は 遺伝子， ，ermA ermB

を，残りの3株は 遺伝子を保有していた．meF
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2000年以降，それまで検出事例の無かった を保有emm49

する劇症型A群溶血レンサ球菌が5株分離された．これら

5株の発赤毒素遺伝子の保有状況について解析したとこ

ろ， 遺伝子は全株が保有していたが， 遺伝子はSpeB SpeC

いずれの株も保有していなかった また 4株は 遺伝． ， SpeA

子を保有していた PFGE解析で 3株は同一のパターンを． ，

示し 他の2株も類似のパターンであったことから これ， ，

， ．らの株は 同一のクローンに由来するものと推測された




